
 

 

江井ヶ島酒造工場見学と周囲の散策 

江井ヶ島酒造見学の動機と旅程： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旅程(スケジュール)： 

９月２６日(水) １２：３０ 山陽電鉄垂水駅集合、 

１２：３８発姫路行各停に乗車、１３：０４西江井ヶ島駅下 

車 、 江 井 ヶ 島 酒 造 ま で 徒 歩 で ７ ～ ８ 分 。         

江井ヶ島酒造工場の見学後、江井ヶ島浜の道をぶらぶらと散

歩しながら、道すがらの江井ヶ島酒造そして、明石 

ブルワリーでなごみのひととき を過ごす散策の旅。 

【山陽電車西江井ヶ島駅 提供：GOOGLE】 

【山陽電車西江井ヶ島駅 提供：GOOGLE】 

 

【東の灘に対して西の灘と呼ばれた江井ヶ島 

提供：GOOGLE】 

 

見学のきっかけ： 

明石の西の地で１００年以上続く、清酒神鷹・麦焼酎・ 

ウィスキー・みりんに果樹酒等々を製造する江井ヶ島酒造

の見学に訪れました。 

 地ウィスキー「あかし」を、あるスーパーマーケットで 

 見かけ、初めて飲んだのは３～４年前。 

兵庫県明石市に蒸留所があると知り大変興味を抱きなが 

 ら是非、一度見学に行きたいと思っておりましたところ、

見楽の会世話人さんのアプローチで２０１８年９月２６ 

日にその機会を得ることが出ました。 

http://www.google.com/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwjO5r_g-77gAhXBA4gKHZyqAwsQjRx6BAgBEAU&url=http://www.homemate-research-station.com/dtl/46000000000000006138/imagelist/&psig=AOvVaw0-PGZ3q0_asH-YtXvfUfoM&ust=1550362288096306
https://www.google.com/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwirs4XJ_b7gAhXN3mEKHc0fDMUQjRx6BAgBEAU&url=https://blog.goo.ne.jp/k_1sh11/e/865650568bac72fc6d8514220131f252&psig=AOvVaw0-PGZ3q0_asH-YtXvfUfoM&ust=1550362288096306
https://www.google.com/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwjaoeXN_77gAhVVdt4KHSp4BcUQjRx6BAgBEAU&url=https://blogs.yahoo.co.jp/okapy/22930560.html&psig=AOvVaw0-PGZ3q0_asH-YtXvfUfoM&ust=1550362288096306


 

 

 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

               

                                                         

 

 

 

【木造の蔵写真は江井ヶ島酒造の写真 google 提供】   

江井ヶ島酒造が西の灘と自慢する木造酒蔵、 

１８８９年【明治２２年】竣工の１番蔵を見学。 

残念ながらこの時期、内部見学は中止とのこと 

外部からしか鑑賞できませんでしたが、その他７つの木造所が敷地内に存

在するとの説明でした。東の灘の酒は有名ですが、今回は初めて、 

西灘の存在を知ることができました。明石名物のタコの刺身をつまみに西

灘の日本酒「神鷹」はピタリ！！でしょうね。 

東の灘の酒に対して、西の灘の酒と呼ばれる 

江井ヶ島酒造。１００年の歴史があるそうです。 

酒造所の展示品を見学しながら、丁寧な歴史の 

説明に耳を傾ける。 

 

 

 

 

「なんじゃこりゃあー」と興味深げに 

見学する酒造りの木造り道具。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

 

                 

                

古めかしい木造酒蔵の中に忽然と現れる江井ヶ島 

酒造の ホワイトオークの外観。 

これはもう明石のスコットランドのようで、 

何かとてもいい感じ。 

 

敷地内にある三番蔵を改造して、醸造に使用し

た古い器具類や、会社創立時代の帳簿類や、珍

しいポスター、ラベルなど貴重な資料を一同に 

集めて大切に保存し、展示されていました。 

江井ヶ島酒造の歴史をのぞき見した気分でし

た。 

 

清酒の伝統製造法を生かした職人さんが、酵母作りを取り入れて 

ウィスキーを製造。 

清酒は秋から冬にかけて製造。閑散期の夏場に二毛作のようにウィスキー

を製造しているとのことで、同じ職人さんによる製造と聞き、 

これまたびっくりです。 

明石の潮風の中で、熟成の時を刻んでいるのです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

 

 

【江井ヶ島酒造の試飲コーナー写真は google 提供】 

人気の試飲コーナーです。このコーナーには江井ヶ島酒

造特産のシングルモルトブレンドウィスキーにくわえ

て、日本酒や焼酎も提供して頂き、参加された方々には

大人気。標準的なウィスキーなどは無料でしたが、さす

が高級品のシングルモルトウィスキーなどは 

有料でした。 

お気に召した参加者は記念や土産にとその場で買うこ

ともできました。 

商品地元では「地ウィスキーのあかし」で知られており、 

その他ホワイトオーク地ウィスキーあかし等々多種多様

な製品があり、アルコール度数も３７～５１度を超える

が製造されているとのことでした。 

 

 

 

 

 


